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　江戸時代になると、水運による物資の輸送が盛
んになります。宇都宮城下の周辺でも鬼怒川や姿
川に河

か

岸
し

がつくられました。河岸とは、河川や湖
こ

沼
しょう

沿いに物資や人を運送するためにつくられた川船用
の着岸場のことです。
■鬼怒川上流域の河岸　鬼怒川上流域には、板戸・
石井・桑島などに河岸があり、宇都宮藩や会津藩な
どの物産を江戸に送る水上輸送の重要な役割を果
たしていました。中でも奥

おう

州
しゅう

米は江戸で消費される米
の多くを占めていたそうです。また、最上や米沢地方
の紅

べに

花
ばな

、ろう、漆器なども運ばれていました。
　毎年、清原地区で行われるマラソン大会の際には、
鬼怒川の船頭さんたちが食べていたであろう「船頭
鍋」が参加者に振る舞われています。
■姿川流域の河岸　栃木街道を南下し、壬生町と
の境の淀

よど

橋
ばし

付近に、幕田河岸がありました。鹿沼宿

からの商い物や宇都宮藩
の年貢米などを積み、思
川の合流点の半田河岸を
経由し、江戸に物資が運
ばれていました。船の積み
荷は年貢米の他、炭や板、
麻やかんぴょうなど、この地域の特産品がありました。
■水運から鉄道へ　このように流通の中心を担っ
ていた水運ですが、明治期に鉄道が開通すると、
鉄道輸送にその主役の座を譲ります。なお、旅の
際に車内で食べる駅弁の発祥は宇都宮駅との説が
あります。
　宇都宮は、街道だけでなく、水運や鉄道により、人・
物・情報が行き交い、新しい学問や芸術文化などを
常に吸収し、変化しながら発展してきた街なのです。
問文化課☎（632）2764

市民俳歌柳壇市民俳歌柳壇

◎俳歌柳壇　応募方法　１人に付き俳句３句、短歌３首、川柳３句以内。対象は市内在住の人で、未発表
作品に限ります。はがきに、作品 （漢字にはふりがなも付けて）・住所・氏名（ふりがな）・応募する壇名
を書き、毎月20日（消印有効）までに、〒320-8540市役所広報広聴課へ。俳句・短歌・川柳の併記は不可。
市内に在住か通学している小・中学生からも応募をお待ちしています。問広報広聴課☎（632)2028
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滑
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回
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